
別
表
の
十
四
の
表
規
則
二
一
e

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
項
中「
第
二
十
二
条
の
報
告
の
文

書
等
」
を
削
る
。

別
表
の
十
六
の
表
規
則
二
三
e

〇
（
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
）
の
項
中「
第
九
条
の
報
告
の
文
書

等

取
得
の
日

五
年

」
を
削
る
。

別
表
の
十
九
の
表
規
則
一
e

二
四
（
公
務
の
活
性
化
の
た
め
に
民
間
の
人
材
を
採
用
す
る
場
合
の
特
例
）
の
項
中

「
第
四
条
第
二
項
の
報
告
の
文
書
等

取
得
の
日

五
年

第
五
条
第
二
項
の
協
議
に
関
す
る
文
書
等

」
を
削
る
。

平成™š年˜™月™Ÿ日 水曜日 (号外第™Ÿœ号)官 報

（
人
事
院
規
則
一
e

三
四
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
一
e

三
四
別
表
の
二
の
表
規
則
九
e

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の

基
準
）
の
項
、
十
四
の
表
規
則
二
一
e

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
項
、
十
六
の
表
規
則
二
三
e

〇
（
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
）
の
項
及
び
十
九
の
表
規
則
一
e

二
四
（
公
務
の
活
性
化
の
た
め
に
民

間
の
人
材
を
採
用
す
る
場
合
の
特
例
）
の
項
に
掲
げ
る
人
事
管
理
文
書
（
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
一
e

三
四
別
表
の
二
の
表
規
則
九
e

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
項
、
十
四
の
表
規
則
二
一
e

〇
（
国
と

民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
項
、
十
六
の
表
規
則
二
三
e

〇
（
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
）
の

項
及
び
十
九
の
表
規
則
一
e

二
四
（
公
務
の
活
性
化
の
た
め
に
民
間
の
人
材
を
採
用
す
る
場
合
の
特
例
）
の
項
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。）の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
人
事
院
規
則
九
e

九
九
の
一
部
改
正
）

第
五
条

人
事
院
規
則
九
e

九
九
（
給
与
法
別
表
第
一
イ
の
備
考
_

等
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
試
験
欄
の
」
の
下
に「「
総
合
職
（
大
卒
）」又
は
」
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
二
一
e

〇
の
一
部
改
正
）

第
六
条

人
事
院
規
則
二
一
e

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
交
流
採
用
職
員
の
規
則
九
e

八
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
二
十
二
条

交
流
採
用
職
員
に
対
す
る
規
則
九
e

八
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
規

則
八
e

一
八
（
採
用
試
験
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
験
者
採
用
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
職
員
と
な
っ
た

者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
を
削
る
。

（
人
事
院
規
則
二
三
e

〇
の
一
部
改
正
）

第
七
条

人
事
院
規
則
二
三
e

〇
（
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
の
規
則
九
e

八
第
四
章
か
ら

第
六
章
ま
で
の
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
九
条

任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
規
則
九
e

八

（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
規
則
八
e

一
八

（
採
用
試
験
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
験
者
採
用
試
験
の
結
果
に
基
づ
い
て
職
員
と
な
っ
た
者
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条
を
削
り
、
第
十
二
条
を
第
十
条
と
す
る
。

（
健
康
診
断
）

第
六
条

除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
係
る
規
則
一
〇
e

四
別
表
第
三
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
規
則

一
〇
e

四
第
十
九
条
第
一
項
の
健
康
診
断
及
び
規
則
一
〇
e

四
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
の
特
別
定
期
健
康
診
断
の

検
査
の
項
目
及
び
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
規
則
一
〇
e

五
第
二
十
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

（
除
染
等
関
連
業
務
管
理
規
程
）

第
七
条

各
省
各
庁
の
長
は
、除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
そ
の
他
の
職
員
の
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
除
染
等
関
連
業
務
を
行
う
官
署
ご
と
に
除
染
等
関
連
業
務
管
理
規
程
を
作
成
し
、
職

員
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

除
染
等
関
連
業
務
に
係
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
官
職
の
名
称
及
び
当
該
官
職
の
当

該
放
射
線
障
害
の
防
止
に
係
る
職
務
内
容

二

除
染
等
関
連
業
務
に
係
る
測
定
用
の
器
具
等
の
使
用
、
取
扱
い
及
び
保
守
に
関
す
る
こ
と
。

三

除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放

射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等
の
た
め
の
業
務
等
に
係
る
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
し
次
の

人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
三

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等
の
た
め
の
業
務
等
に
係
る

職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止

（
趣
旨
）

第
一
条

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
（
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
第
三
条
第

二
項
の
放
射
性
物
質
に
限
る
。）に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
等
の
た
め
の
業
務
等
で
人
事
院
の
定
め
る
も
の

（
以
下
「
除
染
等
関
連
業
務
」
と
い
う
。）に
係
る
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
一

〇
e

四
（
職
員
の
保
健
及
び
安
全
保
持
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
基
本
原
則
）

第
二
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
そ
の
他
の
職
員
が
放
射
線
（
規
則
一
〇
e

五
第
三

条
第
一
項
の
放
射
線
を
い
う
。）を
受
け
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
被
ば
く
限
度
及
び
線
量
の
測
定
等
）

第
三
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
受
け
る
線
量
が
、
人
事
院
の
定
め
る
限
度
を
超

え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
除
染
等
関
連
業

務
に
よ
り
受
け
る
線
量
の
測
定
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

各
省
各
庁
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
係
る
線
量
の
測
定
の
結
果
等
に

つ
い
て
、
規
則
一
〇
e

五
第
二
十
四
条
（
第
一
項
第
五
号
を
除
く
。）の
規
定
の
例
に
よ
り
、
記
録
を
作
成
し
、
及
び

当
該
職
員
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
四
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
を
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
人
事
院
の
定
め
る
放
射
線
障
害
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
の
実
施
）

第
五
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
を
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
院
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
放
射
線
障
害
の
防
止
の
た
め
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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